
EVE  FA　Standalone　Edition

持ち出しパソコンのセキュリティレベルを
見直し経営課題を解決

～導入製品は、自社ソリューションのラインナップ強化に～

株式会社ピーエスシーは、企業のDXをICTサービスで支援する会社です。DDSの販売パートナーでもあ
る同社は、自社のセキュリティソリューションのラインナップとしてEVEシリーズを販売。テレワーク
における万全な社内セキュリティ対策の一つとして持ち出し用PCすべての端末にEVE FA Standalone 
Edition(以下、EVE FAスタンドアロン)を導入、本人認証の方法を統一するとともに、セキュリティの強
化を図りました。今回の取材では認証システム EVE FAスタンドアロン導入の経緯、将来に向けた構想
についてお話を伺いました。

■データ無意味化ソリューションとの組み合わせで端末のセキュリティをアップ

管理体制を強化するためには、散在していたハードウェアとソフトウェア両面のセキュリティ対策を統一
する必要がありました。そこでまず、認証ソリューションは、以前よりお付き合いがあり、尚且つ認証の
重要性をご説明していただいたDDSの指紋認証に決めました。2019年内完了まで残すところあと1か月
であったため、構築が必要となるクライアントサーバシステムではなく、導入が容易なEVE FAスタンド
アロンとしました。またセキュリティ強化には生体認証だけでなく、ZenmuTech社のデータ無意味化ソ
リューション（ZENMU Virtual Desktop）を同時に導入、この組み合わせにより、万が一社外でパソコ
ンを紛失してもデータ漏えいが起きない、DDSの指紋認証でパソコンには利用者本人しかログオンできな
い、という仕組みが構築できました。

当社は使用するパソコンの標準モデルの他、複数メーカーのパソコンを採用しております。そのため指紋
センサー搭載の有無や、OSログオン時のWindows Helloの利用判断を利用者が行うなど、パソコンの仕
様やその運用に違いが生じていました。そこでこの運用の違いが、将来的に情報漏えいのリスクにつなが
るのではないかと考え、2019年11月に持ち出しパソコンの認証やデータの安全性などを考慮した管理体
制を2019年内に構築致しました。

■持ち出しパソコンの管理体制を強化

お客様導入事例 株式会社ピーエスシー 様

導入製品：



当社は、ICTサービスを提供する会社です。以前から、当社のソ
リューションラインナップに追加するセキュリティ製品を探して
おり、DDSの認証製品を扱いたかったことも、EVE FA スタンド
アロンを選択したもう一つの理由です。今回の自社導入をとおし
て製品理解も深まりましたので、DDSの認定販売パートナーとな
り、テレワークに必要なセキュリティ「SECURITY6」というソ
リューションのラインナップの１つとしてDDSの認証製品を販売
致しました。「SECURITY6」はエンドポイントセキュリティの
トータルソリューションで、お客様の状況に応じたご提案をして

■実体験を生かした自社ソリューション「SECURITY6」

導入事例：株式会社ピーエスシー 様
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EVE FAスタンドアロンのパソコンへのインストールは、情報システム部門主導で行いました。部門ごと
に日時指定をし、利用者本人にパソコンを持参していただき、インストールと指紋登録を同時に行いまし
た。対象パソコンすべてに導入する作業を年末までの1週間で完了させるという期限があったため、情報
システム部門は、大変な作業であったと思います。結果的には、西日本の導入は年明け1月迄かかってし
まいましたが、導入した結果、新型コロナウィルス感染防止策として行われた外出自粛要請までに、図ら
ずしも当社のテレワーク環境が整うこととなりました。
当社ではEVE FAスタンドアロンで生体（指紋）認証とパスワード認証をおこない、Windowsログオンを
しています。業務アプリケーションの認証は、それぞれセキュリティを考慮した認証方法となっているた
め、統一はしておらずそのまま利用しています。
指紋認証デバイスは、一番使いやすく指をスライドさせるとき安定していると感じたUBF-Triにしました
が、認証が通りづらかった場合の対策として日替わりパスワードも運用しています。実際に使用している
社員から使いづらいと言った声は出ておりませんので生体認証はスムーズに受け入れられていると考えて
います。

■短期間での認証導入。その後の利用状況もスムーズに

■将来的には集中管理も検討。自社ソリューション展開へのノウハウに

情報漏えいが起こりやすい端末のセキュリティレベルを統一し、第三者が不用意に入れない環境を導入し
た点において経営側は安心感を抱いたと思います。今後アプリケーションレベルでの制御の集中管理につ
いて検討する際に、現在使用していないシングルサインオンなどの機能の利用については改めて考え、ま
た、当社の利用経験をお客様へのご提案に生かし、展開していくことでより多くのノウハウを蓄積し、セ
キュリティ対策の重要性を広めていきたいと考えます。

Security6

います。新型コロナウィルス感染防止策としてテレワーク導入が進んでいますが、様々な脅威に対しての
セキュリティ対策はまだ不十分で、生体認証やデータ保護などのニーズはこれからもっと出てくると考え
ています。


